
六人部　昭　典　教授
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六
人
部
昭
典
先
生
　
履
歴

学
歴　
　

一
九
七
一
年　

京
都
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校　

卒
業

　
　
　
　

一
九
七
七
年　

大
阪
大
学
人
間
科
学
部　

卒
業

　
　
　
　

一
九
八
二
年　

大
阪
大
学
文
学
部
美
学
科　

卒
業

　
　
　
　

一
九
八
五
年　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

芸
術
学
専
攻
博
士
前
期
課
程　

修
了

　
　
　
　

一
九
八
七
年　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

博
士
後
期
課
程　

単
位
取
得
退
学

職
歴　
　

一
九
七
七
年　

向
日
神
社
禰
宜
（
二
〇
〇
七
年
ま
で
）

　
　
　
　

一
九
八
七
年　

京
都
芸
術
短
期
大
学　

専
任
講
師

　
　
　
　

一
九
九
一
年　

大
手
前
女
子
大
学
文
学
部　

専
任
講
師

　
　
　
　

一
九
九
四
年　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　

助
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
〇
年
に
大
手
前
大
学
人
文
科
学
部
に
改
組
・
改
称
）

　
　
　
　

二
〇
〇
二
年　

大
手
前
大
学
人
文
科
学
部　

教
授

　
　
　
　

二
〇
〇
六
年　

実
践
女
子
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科　

教
授

非
常
勤
講
師　

�

大
阪
大
学　

神
戸
大
学　

東
京
大
学　

島
根
大
学　

福
岡
教
育
大
学　

鳴
門
教
育
大
学　

大
阪
市
立
大
学　

同
志
社
大
学　

立
命
館
大
学　

京
都
橘

大
学　

京
都
造
形
芸
術
大
学　

帝
塚
山
学
院
大
学　

近
畿
大
学　

関
西
学
院
大
学　

西
南
学
院
大
学　

成
城
大
学

学
会　
　
　
　

美
術
史
学
会
委
員
（
例
会
・
編
集
担
当　

一
九
九
五
―
二
〇
〇
六
年
）　

民
族
藝
術
学
会
理
事
（
二
〇
〇
八
―
二
〇
二
二
年
）

社
会
活
動　
　

兵
庫
県
展
審
査
委
員　

稲
盛
財
団
「
京
都
賞
」
推
薦
委
員



－　－12

六
人
部
昭
典
先
生
　
業
績
一
覧

著
書
（
単
著
）

『
モ
ネ
―
《
睡
蓮
》
へ
の
歩
み
』　

二
〇
〇
一
年　

六
耀
社

『
も
っ
と
知
り
た
い　

ゴ
ー
ガ
ン　

生
涯
と
作
品
』　

東
京
美
術　

二
〇
〇
九
年

著
書
（
共
著
・
分
担
執
筆
）

『
西
洋
の
美
術
』　

神
林
恒
道
（
他
）
編　

昭
和
堂　

一
九
八
九
年

　

分
担
執
筆　
「
絵
画
に
お
け
る
近
代
」

『
美
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
』　

辻
成
史
編　

鹿
島
出
版
会　

一
九
八
九
年

　

分
担
執
筆　
「
一
八
九
〇
年
代
の
モ
ネ
の
連
作
」

『
モ
ネ
の
睡
蓮
』　

共
著　

光
琳
社
出
版　

一
九
九
〇
年

　

分
担　
「
モ
ネ
の
睡
蓮
」「
年
譜
」

『
マ
ネ
／
モ
ネ
』　

学
習
研
究
社　

一
九
九
二
年

　

分
担
執
筆　
「
マ
ネ
と
モ
ネ　

絵
画
の
新
時
代
」

『
屋
外
へ
出
た
カ
ン
ヴ
ァ
ス
』　

太
田
泰
人
（
他
）
編　

講
談
社　

一
九
九
二
年

　

分
担
執
筆　
「
モ
ネ
《
積
み
わ
ら
》
連
作
」

『
世
界
美
術
大
全
集　

第
二
二
巻　

印
象
派
時
代
』　

池
上
忠
治
監
修　

小
学
館　

一
九
九
三
年

　

分
担
執
筆　
「
モ
ネ
」（
画
家
論
）「
作
品
解
説
」（
三
五
点
）

『
美
術
史
の
ス
ペ
ク
ト
ル
ム
』　

若
山
映
子
（
他
）
編　

光
琳
社
出
版　

一
九
九
六
年

　

分
担
執
筆　
「
モ
ネ
の
《
睡
蓮
》
と
水
を
め
ぐ
る
小
論
」

『
芸
術
の
楽
し
み
』　

神
林
恒
道
（
他
）
編　

晃
洋
書
房　

一
九
九
六
年

　

分
担
執
筆　
「
印
象
主
義
の
絵
画
―
モ
ネ
の
《
睡
蓮
》
を
め
ぐ
っ
て
」
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『
西
洋
美
術
館
』　

圀
府
寺
司
（
他
）
編　

小
学
館　

一
九
九
九
年

　

分
担
執
筆　
「
光
の
画
家
、
モ
ネ
」「
モ
ネ
の
《
睡
蓮
》
と
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
」
な
ど
九
件

『
人
文
科
学
の
諸
相
』　

鈴
木
享
（
他
）
編　

大
手
前
大
学

　

分
担
執
筆　
「
マ
テ
ィ
ス
と
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
―
《
豪
奢
、
静
寂
、
逸
楽
》
を
中
心
に
―
」

『
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
山
口
県
立
美
術
館　

二
〇
〇
一
年

　

分
担
執
筆　
「
モ
ネ
の
絵
画
と
自
然
」「
作
品
解
説
」（
九
点
）

『
印
象
派
と
そ
の
時
代
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）　

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館　

二
〇
〇
二
年

　

分
担
執
筆　
「
印
象
派
の
プ
レ
ネ
ー
リ
ス
ム
―
ゾ
ラ
『
作
品
』
中
の
《
外
光
》
を
手
が
か
り
に
―
」

『
視
覚
芸
術
の
比
較
文
化
』　

武
田
恒
夫
（
他
）
編　

思
文
閣
出
版　

二
〇
〇
四
年

　

分
担
執
筆　
「
ゴ
ー
ガ
ン
作
《
デ
・
ハ
ー
ン
の
肖
像
》
に
描
か
れ
た
書
物
―
『
失
楽
園
』
と
『
衣
服
哲
学
』
―
」

『
モ
ネ
―
光
の
賛
歌
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）　

奈
良
県
立
美
術
館　

二
〇
〇
四
年

　

分
担
執
筆　
「
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ　

光
の
画
家
／
水
の
画
家
」

『
田
園
賛
歌　

近
代
絵
画
に
見
る
自
然
と
人
間
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）　

二
〇
〇
七
年　

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館

　

分
担
執
筆　
「
収
穫
の
主
題
―
モ
ネ
、
ゴ
ー
ガ
ン
、
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
」

『
別
冊
太
陽　

モ
ネ
』　

平
凡
社　

二
〇
〇
七
年

　

分
担
執
筆　
「
モ
ネ
の
芸
術
」　

『
画
家
別　

印
象
派
絵
画
の
見
か
た
』　

島
田
紀
夫
編　

東
京
美
術　

二
〇
〇
七
年

　

分
担
執
筆　
「
日
本
美
術
へ
の
関
心
の
高
ま
り
」「「
印
象
派
」
と
関
連
し
た
文
学
と
音
楽
」
な
ど
三
件

『
フ
ラ
ン
ス
近
代
美
術
史
の
現
在
』　

永
井
隆
則
編　

三
元
社　

二
〇
〇
七
年

　

分
担
執
筆　
「
モ
ネ
《
積
み
わ
ら
》
連
作
の
再
考
」

『
絵
画
の
制
作
学
』　

藤
枝
晃
雄
（
他
）
編　

日
本
文
教
出
版　

二
〇
〇
七
年

　

分
担
執
筆　
「
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
―
「
感
覚
」
を
描
く
―
」

『
別
冊
太
陽　

ル
ノ
ワ
ー
ル
』　

平
凡
社　

二
〇
〇
八
年

　

分
担
執
筆　
「
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
芸
術
」

『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）　

京
都
市
美
術
館
（
他
）　

二
〇
一
一
年

　

分
担
執
筆　
「
幸
福
の
場
所
、
あ
る
い
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
在
り
か
」
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『「
ゴ
ッ
ホ
の
夢
」
美
術
館
―
ポ
ス
ト
印
象
派
の
時
代
と
日
本
』　

圀
府
寺
司
編　

小
学
館　

二
〇
一
三
年

　

分
担
執
筆　
「「
幸
福
」
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
」「
画
家
た
ち
の
南
仏
」

『
明
治
初
期
洋
画
家
の
留
学
と
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
』　

小
林
宣
之
編　

水
声
社　

二
〇
一
九
年

　

分
担
執
筆　
「
モ
ネ
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」

『
モ
ネ
と
マ
テ
ィ
ス　

も
う
ひ
と
つ
の
楽
園
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）　

ポ
ー
ラ
美
術
館　

二
〇
二
〇
年

　

分
担
執
筆　
「
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
―
花
の
庭
、
水
の
庭
―
」　

論
文

「
モ
ネ
書
簡
（
一
八
九
〇
年
）
に
お
け
る
『
瞬
間
性
』
と
『
積
藁
』
連
作
」

　
『
美
術
史
』
第
一
一
九
号　

一
九
八
六
年

「
ブ
ラ
ッ
ク
の
キ
ュ
ビ
ス
ム
」

　
『
瓜
生
（
京
都
芸
術
短
期
大
学
紀
要
）』
第
一
〇
号　

一
九
八
七
年

「
一
八
九
〇
年
代
の
モ
ネ
の
連
作
と
光
―
モ
テ
ィ
ー
フ
と
構
図
の
検
討
を
と
お
し
て
」

　
『
美
術
史
』
第
一
三
三
号　

一
九
九
三
年

「
一
九
世
紀
半
ば
の
フ
ラ
ン
ス
絵
画
に
お
け
る
風
景
表
現
」

　
『
大
手
前
女
子
大
学
論
集
』
第
二
八
号　

一
九
九
四
年

「
モ
ネ
の
印
象
主
義
絵
画
と
「
瞬
間
」」

　
『
科
学
研
究
「
芸
術
的
時
間
の
構
造
」
研
究
成
果
報
告
書
』　

一
九
九
六
年

「
印
象
主
義
形
成
に
お
け
る
モ
ネ
の
絵
画
の
筆
触
」

　
『
鹿
島
美
術
研
究　

年
報
』　

第
一
三
号
別
冊　

一
九
九
六
年

「
モ
ネ
と
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
」

　
『
大
手
前
女
子
大
学
論
集
』
第
三
〇
号　

一
九
九
七
年

「
ナ
ビ
派
の
絵
画
に
お
け
る
「
家
族
」
の
主
題
―
二
人
の
マ
ル
ト
―
」

　
『
大
手
前
女
子
大
学
論
集
』
第
三
一
号　

一
九
九
八
年

「
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
―
寓
意
と
外
光
表
現
」

　
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
二
号　

二
〇
〇
〇
年
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「
モ
ネ
と
ゾ
ラ
」

　
『
大
手
前
大
学
人
文
科
学
部
論
集
』
第
二
号　

二
〇
〇
二
年

「
筆
触
の
思
想
」

　
『
美
学
』
第
二
〇
九
号　

二
〇
〇
二
年

「
印
象
主
義
と
批
評
―
ゾ
ラ
、
デ
ュ
レ
、
マ
ラ
ル
メ
」

　
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
七
号　

二
〇
〇
二
年

「
高
村
光
太
郎
『
印
象
主
義
の
思
想
と
藝
術
』
に
関
す
る
一
考
察
」

　
『
大
手
前
大
学
人
文
科
学
部
論
集
』
第
三
号　

二
〇
〇
三
年

「
高
村
光
太
郎
の
「
自
然
」」

　
『
科
学
研
究
「
日
本
に
お
け
る
「
芸
術
」
概
念
の
誕
生
と
死
」
研
究
成
果
報
告
書
』　

二
〇
〇
三
年

「
高
村
光
太
郎
の
言
説
に
お
け
る
「
生
」」

　
『
大
手
前
大
学
人
文
科
学
部
論
集
』
第
四
号　

二
〇
〇
四
年

「
モ
ネ
《
カ
ピ
ュ
シ
ー
ヌ
大
通
り
》
―
「
現
在
」
を
描
く
／
描
く
こ
と
の
「
現
在
」
―
」

　
『
大
手
前
大
学
人
文
科
学
部
論
集
』
第
五
号　

二
〇
〇
五
年

「
神
戸
市
の
野
外
彫
刻
の
総
合
的
研
究
」　

共
著

　
『
大
手
前
大
学
史
学
研
究
所
紀
要
』
第
六
号　

二
〇
〇
六
年

「
モ
ネ
と
プ
ル
ー
ス
ト
」

　
『
実
践
女
子
大
学　

美
學
美
術
史
學
』
第
二
四
号　

二
〇
一
〇
年

「「
感
覚
」
の
位
置
―
モ
ネ
と
セ
ザ
ン
ヌ
―
」

　
『
実
践
女
子
大
学　

美
學
美
術
史
學
』
第
二
五
号　

二
〇
一
一
年

「「
印
象
」
と
筆
触
」

　
『
実
践
女
子
大
学　

美
學
美
術
史
學
』
第
二
六
号　

二
〇
一
二
年

「
モ
ネ
の
《
サ
ン=

ラ
ザ
ー
ル
駅
》
作
品
群
」

　
『
実
践
女
子
大
学　

美
學
美
術
史
學
』
第
二
七
号　

二
〇
一
三
年

「
ル
ド
ン
の
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
作
品
」

　
『
実
践
女
子
大
学
文
学
部　

紀
要
』
第
五
五
集　

二
〇
一
三
年
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「
モ
ネ
の
絵
画
と
時
間
」

　
『
実
践
女
子
大
学　

美
學
美
術
史
學
』
第
三
〇
号　

二
〇
一
六
年

「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
と
絵
画
―
肖
像
画
、
美
術
批
評
、
韻
文
詩
―
」

　
『
実
践
女
子
大
学
文
学
部　

紀
要
』
第
五
八
集　

二
〇
一
六
年

「
モ
ネ
と
庭
づ
く
り
」

　
『
実
践
女
子
大
学　

美
學
美
術
史
學
』
第
三
三
号　

二
〇
一
九
年

「
ヴ
ラ
マ
ン
ク
―
色
彩
、
そ
し
て
道
―
」

　
『
実
践
女
子
大
学
文
学
部　

紀
要
』
第
六
一
集　

二
〇
一
九
年

「
晩
年
の
モ
ネ
―
《
ロ
ン
ド
ン
》
連
作
と
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
連
作
―
」

　
『
実
践
女
子
大
学　

美
學
美
術
史
學
』
第
三
四
号　

二
〇
二
〇
年

「
吉
野
石
膏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
印
象
主
義
を
定
義
す
る
―
」

　
『
実
践
女
子
大
学
文
学
部　

紀
要
』
第
六
二
集　

二
〇
二
〇
年

「《
ル
・
プ
テ
ィ=

ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
リ
エ
に
て
、
日
の
入
り
》（
一
八
七
四
年
）
の
意
義
」

　
『
國
富
奎
三
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
論
考
集
』　

姫
路
市
立
美
術
館　

二
〇
二
〇
年

「
モ
ネ
と
マ
テ
ィ
ス
―
花
を
手
が
か
り
に
―
」

　
『
実
践
女
子
大
学
文
学
部　

紀
要
』
第
六
五
集　

二
〇
二
三
年

「
一
八
六
〇
年
代
の
モ
ネ
」

　
『
実
践
女
子
大
学　

美
學
美
術
史
學
』
第
三
七
号　

二
〇
二
三
年

他
の
著
作

「
ブ
ラ
ッ
ク
」　
『
ザ
・
カ
ル
チ
ュ
ア
・
バ
ン
ク
』　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所　

一
九
八
三
年

「
薄
明
の
音
を
聞
く
人
」　
『
泉
茂
絵
画
展
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）　

一
九
八
七
年

「
関
西
の
現
代
美
術
」（「
色
斑
の
音
」「
視
覚
の
欲
望
」
な
ど
九
件
）　
『A

rt�&
�Critique

』　

京
都
芸
術
短
期
大
学　

一
九
九
〇

－

一
九
九
三
年
）

「
京
都
の
画
家
た
ち
」（「
腐
食
／
時
間
―
森
本
玄
の
作
品
」「
水
景
―
山
河
全
の
作
品
」
な
ど
五
件
」　
『Q

uarterly�Report

』　

京
都
芸
術
短
期
大
学　

一
九
九
六
年
）

『
芸
術
新
潮　

特
集
：
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
』
第
四
三
巻
一
一
号　

新
潮
社　

一
九
九
二
年

　

分
担
執
筆　
「
モ
ネ
の
歩
み
」「
モ
ネ
の
〈
眼
〉
を
解
く
鍵
」
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「
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
と
野
性
」　
『
毎
日
新
聞
』　

一
九
九
二
年

「
ニ
コ
ル
ソ
ン
の
マ
グ
カ
ッ
プ
」　
『
国
立
国
際
美
術
館　

月
報
』
第
四
号　

一
九
九
三
年

「
モ
ネ　

日
常
の
情
景
か
ら
無
限
の
空
間
導
く
」　
『
朝
日
新
聞
』　

一
九
九
三
年

「
ネ
ガ
・
グ
ラ
フ
ィ
ー　

褐
色
の
闇
の
中
か
ら
」　
『
ジ
ャ
ッ
ク
・
ペ
ル
ノ
展
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）　

岐
阜
県
美
術
館　

一
九
九
四
年

「
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ　
《
睡
蓮
》」　
『
パ
リ
で
出
会
う
名
画
50
』　

高
階
秀
嗣
編　

小
学
館　

一
九
九
六
年

「
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ　
《
ベ
リ
ー
ル
島
の
岩
》」　

毎
日
新
聞　

一
九
九
七
年

「「
潮
流
」「
ズ
ー
ム
・
イ
ン
・
ア
ー
ト
」
連
載
」（「
高
松
次
郎
の
「
影
の
絵
画
」」「
震
災
と
美
術
」
な
ど
一
三
件
）　
『
毎
日
新
聞
』　

一
九
九
八
年

－

二
〇
〇
〇
年
）

「
ブ
ラ
ッ
ク
の
絵
画
」　
『
中
日
新
聞
』　

一
九
九
八
年

「
見
る
も
の
を
つ
つ
む
水
の
広
が
り
」　
『
中
日
新
聞
』　

二
〇
〇
二
年

『
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
観
る
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ゴ
ッ
ホ
、
ス
ー
ラ
』　

監
修
・
文　

学
研
パ
ブ
リ
シ
ン
グ　

二
〇
一
三
年

『
花
美
術
館　

特
集
：
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ガ
ン
』
第
五
五
号　
　

蒼
海
出
版　

二
〇
一
七
年

　

分
担
執
筆　
「「
異
国
」
を
生
き
た
画
家　

ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ガ
ン
」

「「
水
の
幻
想
十
選
」
連
載
」（「
ミ
レ
イ
《
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
》」「
モ
ン
ド
リ
ア
ン
《
海
》」
な
ど
一
〇
件
）　

日
本
経
済
新
聞　

二
〇
一
八
年

翻
訳

「
モ
ネ
の
言
葉
」　
『
モ
ネ
と
仲
間
た
ち
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）　

茨
木
県
立
近
代
美
術
館　

一
九
八
八
年

「
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
残
像
―
芸
術
家
た
ち
の
証
言
」　
『
ユ
リ
イ
カ
』
第
二
二
巻
第
一
三
号　

青
土
社　

一
九
九
〇
年

『
モ
ネ
』　

レ
イ
チ
ェ
ル
・
バ
ー
ン
ズ
編　

日
本
経
済
新
聞
社　

一
九
九
一
年

『
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
神
話
』　

圀
府
寺
司
監
修　

テ
レ
ビ
朝
日
出
版
部　

一
九
九
二
年

　

分
担　

シ
ラ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
ヒ
ュ
ー
フ
テ
ン
「
小
説
の
主
人
公
と
し
て
の
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
」

　
　
　
　

ヤ
ン
・
フ
ル
ス
カ
ー
「
歪
め
ら
れ
た
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
像
」

「
ド
ー
ミ
エ
版
画
中
の
レ
ジ
ャ
ン
ド
」　
『
オ
ノ
レ
・
ド
ー
ミ
エ
展
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）　

北
海
道
立
帯
広
美
術
館　

一
九
九
三
年

『T
he�V

isual�A
rt�of�Jean�Cocteau

』　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ン
ボ
ー
デ
ン　

光
琳
社
出
版　

一
九
九
四
年

『
二
〇
世
紀
美
術
に
お
け
る
プ
リ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
』　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ル
ー
ビ
ン
編　

吉
田
憲
司
（
他
）
監
修　

淡
交
社　

一
九
九
五
年　

　

分
担　

カ
ー
ク
・
ヴ
ァ
ー
ド
ネ
ー
「
ゴ
ー
ガ
ン
」

『
印
象
派
の
絵
画
』　

マ
ー
ク
・
パ
ウ
エ
ル=

ジ
ョ
ー
ン
ズ　

西
村
書
店　

二
〇
〇
一
年
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『
モ
ネ
の
庭
』（
監
修
・
共
訳
）　

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
ラ
ッ
セ
ル　

西
村
書
店　

二
〇
〇
五
年

学
会
発
表

「
モ
ネ
書
簡
（
一
八
九
〇
年
）
に
お
け
る
『
瞬
間
性
』
と
『
積
藁
』
連
作
」

　

美
術
史
学
会　

第
三
八
回
全
国
大
会　

一
九
八
五
年

「
一
八
九
〇
年
代
の
モ
ネ
の
連
作
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
構
図
」

　

美
術
史
学
会　

西
支
部
例
会　

一
九
九
二
年

「
一
八
六
〇
年
代
の
風
景
表
現
―
印
象
主
義
の
形
成
」

　

日
仏
美
術
学
会
例
会　

一
九
九
四
年

「
マ
テ
ィ
ス
《
豪
奢
、
静
寂
、
逸
楽
》
―
色
彩
の
官
能
性
を
求
め
て
」

　

日
仏
美
術
学
会
例
会　

二
〇
〇
〇
年

「
筆
触
の
思
想
」

　

美
学
会　

西
支
部
研
究
例
会　

二
〇
〇
一
年

「
ゴ
ー
ガ
ン
作
《
デ
・
ハ
ー
ン
の
肖
像
》
に
描
か
れ
た
書
物
―
『
失
楽
園
』
と
『
衣
服
哲
学
』」

　

日
本
比
較
文
学
会　

関
西
支
部
研
究
例
会　

二
〇
〇
三
年

「
モ
ネ
、
ミ
ル
ボ
ー
、
そ
し
て
プ
ル
ー
ス
ト
」

　

日
仏
美
術
学
会
・
プ
ル
ー
ス
ト
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

二
〇
〇
六
年

「
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
絵
画
に
見
る
収
穫
の
主
題
」

　

美
術
史
学
会
東
支
部
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

二
〇
〇
七
年

「
モ
ネ
の
筆
触
」

　

特
別
展
「
モ
ネ
」
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

国
立
新
美
術
館　

日
仏
美
術
学
会　

二
〇
〇
七
年

「「
感
覚
」
の
位
置
―
モ
ネ
と
セ
ザ
ン
ヌ
―
」

　

特
別
展
「
ポ
ス
ト
印
象
派
と
そ
の
時
代
」
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

国
立
新
美
術
館　

日
仏
美
術
学
会　

二
〇
一
〇
年　
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